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る高次の中心地に成長した宣 山一方，小鹿野町は西  
秩父の中心であり続けたものの，両者の較差は漸  















Ⅰ 近世初期の小鹿野の町立て  
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た。東南にある字石田，探町，三反乱 五反田，  














時代に遡ることができる。   
段丘上自然堤防は，近世初頭に町が建設される  
までは，内幸，田端，新井などに3～6戸の家か  
－ 3 －   






























































































































Ol刷）rn             仁 ．＿＿二」  
第2図 近世初期の小鹿野の町制  
岩田家文書「慶安5年武州秩父郡小鹿野上郷御検地擢敷帳」  
および小鹿野町役場「明治21年地籍図」より作成  
小鹿神社   
Ⅶ 5 －  
2畝歩～3畝歩では4開閉口が多い．‥，つまり，こ  




















住してきた。   
彼らの来歴で注目される点は，いづれも鉢形北  
条氏の「浪人」と伝えていることであるrノたとえ  





























0   100   200  300  400  500（歩）  
1：さつま 2ニ勘左衛門 3：太郎右衛門 4：左馬助  
13：忠左衡門 30：太郎左衛門 37：市左衛門  
第3図 町屋敷面積の順位  
（岩田家文書「慶安5年武州秩父郡小鹿野上郷御検地  
屋敷帳」より作成）  





滞り申者決而無御座候，為念仰如件   
承応三年九月晦日  中薄 小兵衛 印  
小森 茂左衛門 印  
忠兵衛殿  
（表毘欠）  
此度′ト鹿野に晦日市たて申に付仙 北者不屈にて  
薄衆汀内所不申とて，滞衆御断に候，乍去，我等  
は此市花等たいしやうにてはたて不申候，小かの  
衆市たて上山被仰候軋 そのなみに成候ては削軋  












3）市の成立と岩田氏   
′ト鹿野の市がいつから始まったのかを知ること  
は，市立の目的や市の機能，あるいは秩父地方の  












一忠 良衝 印  
中滞 小兵衛殿  
基外御町衆  















































ると思われる。   
先の史料に記載の「小鹿野に晦日市立申に付」  













足させる必要があったのである。   
寛永19年（1642）の年貢請取状16）は，永高利に  
基づく年貢金納体制の実態をよく表している。  
一山，永弐貰三百四拾五文  絹本代にて納  
山，永壱貰百四拾四文  漆二て納  
此漆壱貰六百廿五匁  
荏二て納  永四百文  
此荏弐石也  
－－一，永百四拾弐貰三百八拾竜文  金二て糾  












ニロ継合百五拾弐賞三百九拾四文   
此外口銭済 判  


















される必要があったのである。   
そのような考えに立ってみるとき，田随家文書  
の文政4年く柑21）「為取替三町内市場轟定之事」  
00 8 w   
市」を新たに分与することによって彼らの既得権  





































































て構成されていたのである釦n 具体的には，自  
分の町内で市が開かれる日に，屋敷と通路との間  






たのである。   
ところで，四郎右衛門に定められた「塩あい物」  






















































Ⅱ 近世中・後期の町の変質  

























脚10Ⅶ   
第1表 近世中期柴崎家の取扱品目（享保～宝暦期）  
亨保10年（1725）   元文5年（1740）   寛延3年（1750）   宝暦10年（1760）   
米   米8俵（2両801文）  
鵜  絹12疋（7両）  絹3疋平1疋（3両2分300文）  綿152疋（83両1分636文）  
絹（34両1分）a  絹ユ00疋（62両1分）  
平1疋（2分）  
糸  糸410匁（18両3分723文）  糸（31両1分500文）   糸（50両2分1貫10文）  
はぐち糸（3両3分別6文）  前横糸（60両2分925文）a  
大宮糸（28両380分）a  
肋  まゆ（74両2分203文）   まゆ（33両3分338文）   まゆ（27両208文）  
集綿  きねわた（814文）  
たばこ  
耗   半紙（10爾1分l某30文）   半耗ノ代（2分550文）  
茶   茶6本（3分35文）  茶（33両307文）  茶（26両1分l貫864文）   
漆   漆（4両3分624文）   漆（、58両3分791文）  漆12桶（66両l分317文）   
大豆  大豆（31両3分504文）  大豆（94間1分116文）  大豆（94両2分789文）  大豆（36両2分1貰柑6文）  
麦  椿事貴（1両1分892文）  
へつぶがい貴（4両3分436文）  
こんにゃく  
漆手金  （26両3分200文）  （30爾′j、2朱300文）  （19両）   
大豆手金  （68両2分54文）  （56両小2栄1賞文）  （38両2分）  
米買金  （100両）  
洗物売残  
店有物   （78両1分554文）  （67両3分530文）  （220両）   



























寅十月十五日かい仕切参 きぬ百疋三十七両三分  





－11－   
あり，このうち，いせや太兵衛との結びつきが早  















































我等方へ被遺候筈相極候。尤薗日荷物捌方に応，   
［二］銭之適不及可有之候間，諸事笛日限り之勘定に  
叶致候串。  







之仁致荷（たん）不及御相談市相立申開敷候。尤矛f   
一件に付相互に睦敷いたしかさつケ間数儀取斗ヒ  
申開鋪催事。   
右之通相走候上は少茂相通撫御座候。為後fl裁定為  
取替証文，イ乃如什。  
天明七年末九月  弥市有衛門 印  











とがわかる32J。   
しかし，「拙者内々不手廻りに付」とあるように，  
弥市右衛門ひとりでは資金繰りに困るようになっ  












方繋が庸1成候様，糾せり商人在ん－－1不州ゴ軋 町れⅠ  
糾宿′売件願，右絹江駆出，【I鈍取にて叶ノノ之もの  
持出売候様にいたし，代鍔ハ糾代現金門に代用切  
に払候様相成候ハハ，是迄と違，用人沢仙軋 町  
内も自然繁昌して，坪′克、朴乱 代貰，井艶々ハ  














此度三町内一同相談之上，Jf来之適 ニヶ所に相蚊  
帳上ハ以来蘭牒市域之外にてハ エ町I句‥同前々之  
通商人－→人も差置中間敷候★ 別h商用市之儀ハ構外  
之為に付，市場所相延し走杭建臥 永々相用諸商  
人英文無様に仕，三ヶ所典甲乙欒様申合，前々市  
場御宝メ被下置候形不相破様可仕候。万一・，右義  
















ある（つ この後，文政潮になると，たばこ農聞商人  
は江戸間厘との間で直取引を行っている。つまり，  
小鹿野の市を適すtI－】来の流通手段をはなれて，別  






















－13－   
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3）町の拡大   
上述のように，享保期以降の商品流通の拡大と  
それにともなう市の変質と並行して，町は構造的  









柵15 w   
第6図 明治初年  

































ていた。   




























Ⅳ 明治以降の小鹿野の商業活動の変化と蚕糸  
業  








































窺わせる。   
複数の業種を兼業する店が多かったことも，特  
第2未 明治初期の小鹿野の商業構成  
温 喘 商  
織 劇 痛  
典子小発  
案 子 卸  
豆腐小光  
背物小売  
塩   魚  
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啓   搬  
個F 旛 莱  
臆   芸  
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水   輝  
饅鮪3  
温嘲3   焦－f・′ト兼2  
織離2   ハ舘1  
雑穀1  











太物1J也飽こi礁イ卸1 削」物1  
洋物2 薗緒l  
（瑚泊12年油滴楽人名及常黄金繭取綱♯」及びr雑碓楽人γ．収淋l‡。より†加齢  
≠18柵   
徴の－叫一つである。とくに，雑穀蘭と太物商の兼業  
例が多い。このことは，商柄の馴1ヨ化が未だ進ん  


























実に物語っている‘〕   
明縦郎トr1902）の「埼玉県営業便覧」射＝は′ト  
鹿野の町並みを詳柵に；言dLているい 節7巨恥ニ．、Ll  
時の脚．iiの配粁を衣Lた（．糸繭商は小馳野令体で  






0  100 m 」  ］  ◎糸曲藤 田料理店 A荒物・陶器 × 一般寵犀  
⑳艶服・太物口飲食骨i一皿小間物商  M製材所・蹄組l二鳩  
○木炭  日東チ商 A豆腐・膏物商Z醸造常  
①茶商  凛旅館 △その他  
0煙草南 野陸適業 Ⅴ建具・抽・下駄商  
㊥米徽南 国理髪・醐酢7足袋商  
◎塩魚・乾物商   ▽煙草軌覧  
第7囲 明治35年の小鹿野町の町並み  
爛治35年「埼玉県営梁便覧」よをタ作成）  
l・－－19 －   
まり幕末以降明治前期の秩父盆地の生糸生産は，  























































2）西秩父の蚕糸業   
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町村弊  川kIll  
！       」  
上人滝柑  4倉履柑  7．㌧柑町  川金沢刃一1ニ与人川村 l（トミ附す19槻川村  22商条柑   25浦山柑  
2両神村  5【薄暮射す 8【l野附す11即＝町14履H鳩村17原糾す 20大柳酎ナ 23芦ヶ久保村 2旺川奮村  
3一三m川村 6小鹿野町 9国神村 12皆野剛15蟻糾す 18横瀬村 21秩父町  2」4久姉別   27影森村  








この秩父新迫の完成に合わせて． 明治19年に野  
」∴ 秩父，小鹿野のそれぞれに駅伝組合が組織き  
れた。）このうち′ト鹿野駅伝組合は，西秩父25町  
村5ljの陸運従事者から構成され．その取締役に  
は小鹿野町の柴崎食七が就任した合 筆9図は，明  
－ 21－   







































































ー 22 ≠   
され，品質が統一されたもので，主に横浜に向け  




















第4衷 柴崎家取扱いの移出人品H  
（明治38年から40年分）  
5 6 7 8 9 101112（月）   
第10図 柴崎家取扱いの品目別生糸出荷豊  


























とした荷物類であった。   
こうした多様な移出品目の構成は，西秩父の集  
落が山林資源を利用して複合的な生業形態を基盤  













経路として重要な意味を持っていたため57） ，小  
鹿野の商人は，熊谷からの鉄道敷設に対しては消  
極的であった。  

























































展開していたことを端的に表している。   
しかし，輸出向生糸の流通機構の変容にともな  
い，小鹿野の牡糸商は横浜との直接税引から後退  




て秩父町周辺へ直‖ナられたこ さらに，昭和恐慌を  
契機に，秩父町への玉糸供給が徐々に比重を増L，  
西秩父は秩父銘仙の原料供給地としての性格を強  















































付 記  
現地調査の際には小鹿野町教育委員会山本正英氏   
からご教示いただくとともに，調査の便宜をはかっ   
ていただきました。また元小鹿野町誌編賽委員長須   
田博二氏には史料内容についてお教えいただき，史   
料閲覧には加藤録郎氏，田鳩健一氏，柴崎重子氏に   
大変お世話になりました。地元商店街の皆様には多   
忙の中をアンケートにお答えいただきました。さら   
に，予備調査の際には城西大学の田村正夫・′トロイ・   
明両先生から費重なご助言を賜りました。本稿をま   
とめるにあたり史料整理と製図には，原田洋一【→郎，   
篠崎雄一・一，砂押久美子，舷杉力修，日揮学の各氏に   
ご助力をいただき，また実習時には，川島裕子，熊   
谷明彦，中野正人（以上平成元年参加）中島新，柴橋   
真紀（以上平成2年参加）各氏の協力を得ました。以   
上記して厚くお礼申し上げます。  
なお，本稿作成に際しては，平成2年俊文部省科   
学研究費補助金（奨励研究A）「日本における定期市   
場網の地域的差異」（研究代表者：開村胎，課鶴番号   
02951197）の一部を使用いたしました。   
注および参考文献   
1）このように市日が順送りに構成されて分布する六   
斎市の集まりを指して，六斎市場圏，あるいは六   
斎市ユニットないし六斎市リングという呼び方が   
ある。従来，秩父盆地の定期市場網は，そうLた   
典型の一つと理解されてきた。たとえば，①豊田   
武（1952）：『増訂中世日本商業史の研究』，岩波書   
店。②藤木久志（1965）：大名領国の経済横風『日   
本経済史体系2中世』，東大出版会，235－276など。   
また，流通そのものに注目する立場から後北条氏   
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同史料は前半部分を欠いており，また年次も不詳   
であるが，寺社の由来や家の系譜を知る上では資   
重な内容を有している。以下本稿では単に リf老   
優藩」とする。  
7）岩田家文宵。同史料は年次表題ともに欠いているが，   
番体や記載内容から天保期の作成と推断される。   
「′ト鹿野町由緒番」ほ，本稿で便宜的に付した表   
題である。以下では単に「由緒番」とする。  
8）「上宿」「中宿」「下宿」とも呼ばれていたようであ   
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筆ごとに間L」奥行と面積および永高が記載きれて   
いる。屋敷合計面積は5町6反4畝狛臥 その永   
は6賢751文である。ここでは字附記載のない屋敷   
を「町分」の屋敷として取り扱った。なお，この   
屋敷帳では間口と奥行の記載に統一一がとれていな   
い。｝一般には町の通りに面する民きを間口とし，   
それに垂直する長さを奥行とすると思われるが，   
次左衛門の屋敷のように「23間，4間」と記され   
たものもある。以下では，間数の少ない方を間U  
ー26－   
を意味する。こうした近世初期における市場の実   
態については，前掲1）④に詳述されている。  
21）四郎右衛門の町屋敷は，前節でみたように，慶安   















































10）「由緒書」は陣屋の移動を，「／ト鹿野町町場に相成，   
御公儀様より御陣屋御取立被遊，下町はづれ南轟   
三拾八開四方に御取立有之候。其後町中程江御引被   
遊，北町裏四拾間四方に御取立被遊候」と記して  
いる。北町轟に移転後の陣屋は，元禄11年（1698）  






らしく，その跡地を同村の縫右衛門が元禄10年   








おいて除地が認められたのは，次の寺社であった。   
諏訪明神（九畝拾二歩），十輪寺（三反八畝歩），地  








































































田柑，品沢村，堀切柑，野巻柑，卜と‡野沢軋 以  
上25ヶ町村で構成された。  
52）柴崎家文替「明治19年儲金台畦【一および同「明治   






思われる。大宮の絹市の具体的な梯子を表した宝   
永6年（1709）の市接が参考になる（F秩父市誌』，  
349－352）。   
一，絹市之事，朝五ツ時より市場江乱 売買可致之   
事。尤うちにて売買申事無用，若売買候ハ其絹定   
使方へ取上侯様に相談申付候。右之絹売手買手両  































両者の間には中見世が立つこともあったことがわ   






ーー 28 －   
を用いた研究として次の論文を参考にした。三田  

















55）柴崎家文膏。および，前掲52）表10～12を参照した‘。 58）′ト鹿野町須崎宏氏所蔵「大正13年須崎旅館栢台帳加  
56）秩父織物組合は，秩父町の有力な絹買継商や根菜  
ー29－   
